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現田茂夫 (指揮)
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萎引Il風 (ピアノ)Kaoru Jitsukawa,piano

ロン・ティボー・クレスパン国際

コンクール第 3位 (1位なし)。 最

優秀リサイタル賞 。最優秀新曲演

奏賞 (フ ランス)を受賞し、本格的

な演奏活動を開始する。カラーリョ

国際ピアノコンクール第 1位・聴

衆賞 (イ タリア)受賞。これまでに

ソリストとして、新日本フィルハー

モニー交響楽団、東京交響楽団、

東京フィルハーモニー交響楽団、日本フィルハーモニー交響

楽団、東京シティ 。フィルハーモニック管弦楽団、千葉交響

楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、大阪交響楽団など

のオーケストラと共演。

東京藝術大学を首席で卒業し、同大学大学院 (修士課程 )修了。

グラーツ国立音楽大学ポストグラデュエート課程を修了。

高木凛々子 (ヴアイオリン)Ririko Takagi,violin

シュロモ・ミンツ国際コンクール

第 3位、バル トーク国際コンクー

ル第 2位及び特別賞、東京音楽コ

ンクール弦楽部門第 2位及び聴衆

賞受賞。ニューヨーク日本総領事

館でリサイタルを開催し、コシュ

シュカ財団から新人賞を受賞。国

内外でリサイタルを行う。神奈川

フィルハーモニー管弦楽団、広島

交響楽団、大阪交響楽団、読売日本交響楽団、東京交響楽団、

セゲド・ハンガリー国立交響楽団、ブダペストのアニマ・ム

ジツェ合奏団など国内外のオーケストラと共演。2010年度財

団法人ヤマハ音楽振興会最年少音楽奨学生。2018年度ローム

音楽奨学生。東京藝術大学卒業。

東京音楽大学作山指揮専攻で汐澤安彦、三石精一両

氏に師事。その後東京藝術大学で佐藤功太郎、遠藤

雅古両氏に師事。1985年安宅賞受賞。2009年より

神奈川フィルハーモニー管弦楽団名誉指揮者。

国内外の主要オーケストラとも数多く共演し、世界

的チェリスト故ロストロポーヴィチと上皇后陛下の

古希祝賀コンサート等で共演し高評を得る。

オペラ指揮者としても経験豊かで、2002年からは

錦織健プロデュースオペラの音楽監督も務める。

2011年はアンサンブル金沢と“椿姫''を 公演。

2014年には市川右近 (現三代目市川右国次 )新演出

“夕鶴"を全国で公演し、2016年 に再演を行なった。

また、ペ ドロッティ国際指揮者コンクール (イ タリア)

の審査員や、NHK―FMラ ジオのパーソナリティを 3年間務めるなどバラエティに富

んだ活動を行なっている。

神奈川フィルハーモニー管弦楽団
Kanagawa Philharrnonic C)rchestra

1970年に発足。神奈川県の音楽文化創造をミッションとして、神奈川県全域を中心

に幅広い活動を続けている。県内各地で演奏会を開催し、オペラ、バレエ、レコーディ

ングなどに数多く出演。音楽教育にも積極的で、子どものためのコンサートを各地で

開催。養護施設等を対象とした室内楽ボランティア・コンサートなど、地域に根ざし

た活動を行っている。また、東日本大震災で被害を受けた宮城県石巻市や南三陸町な

どへ赴き、復興支援コンサートを毎年開催している。これまでに「安藤為次教育記念

財団記念賞」(1983)、「神奈川文化賞」(1989)、「NHK地域放送文化賞」、「横浜文化賞」

(2007)を 受賞。

名誉指揮者に現田茂夫、特別客演指揮者に小泉和裕、常任指揮者に川瀬賢太郎を擁し

ている。

ホームページ https://wwwよ anaph■ orjp
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古今東西のクラシツクのダンス名曲を集めて
神奈川フイル 50周年最初の県民シリーズはt躍動感あふれる音楽で

東京音楽コンクール、バル トーク国際コンクールなど数々のコンクール入賞を果たし、日本中を魅了する活躍を見せる高木

凛々子 !サラサーテ<カルメン幻想曲>でスペインの舞踊音楽を情熱的なヴアイオリンの超絶技巧でお贈りします。

そしてロン0テ ィボー入賞を始め数々のコンクールで優秀な成果を残している賓川風は、オーケストラを踊らせる技巧では

ヨーロッパ唯―の作曲家ラヴェル<左手のための協奏曲>で聴かせます。

楽家が、美しく華やかに奏でます。

2人の若い音

演奏の神奈川フィルは 2020年が創団 50周年記念 :名誉指揮者の現田茂夫の指揮は県民名曲のシーズン第 1回目に相応しく、

力強い指揮でオーケストラを牽引します。他では聴くことのできない若手 2人の演奏と「踊るクラシック」名曲の数々の組

み合わせ。50周年記念演奏に渾身の神奈川フィルの演奏をお楽しみに :

現田茂夫 (指揮)Shigeo Genda,conductor
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